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臨時職員人件費 ④
⑤

①
⑥

【事業の成果】

【反省点・課題】

【改善の方向性】

Ｈ28(標準事業)

①
基
本
事
項

計画コード 事業名 部名 教育委員会事務局
19101-1 成人式開催費 室名 生涯学習室

②
目
的
・
概
要

目
的
・
概
要

対象 新成人とその家族

③
指
標

施策の方向 07:青少年の健全育成と青少年活動の促進 項 青少年対策費
戦略ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ 目 青少年対策費

施
策
体
系

基本施策の大綱 05:次世代を担う人づくりと歴史文化の振興 財
務
科
目

会計 一般会計
基本施策 01:子どもたちの学びと健全育成 款 教育費

単位

国庫支出金 所要人員 0.20

総人件費 1,465
事業費 454 453 一般職員人件費

計画額 予算額 決算額

県支出金

再
掲

翌年度への繰越額

その他 受益者負担率 0.0% ⑤　/　⑥
地方債 受益者負担額

⑤
事
業
の
評
価

総合判定

新成人による公募の実行委員会形式で行い、14名の新成人が企画から当日の運営、しおりや記念品のデ
ザイン等に関わった。実行委員の意向によりアトラクションの部にゲストは招かず自分たちで編集した恩師
からのビデオレター放映を行った。
男女合わせて374人の新成人の出席があり、出席率は82.5％となった。 大きな混乱もなく厳粛かつ和やか
なうちに式典を終了することができた。

Ａ
順調に進んだ

現在の式典の在り方が定着化し静粛かつ和やかに式の運営ができたが、近年家族の参加者が増加しており、式典での
位置付けや配慮も必要である。

実行委員会の自主性、式典の本質を損なうことがないように配慮しつつ、家族席の配置や参加できることの明分化を行
う。

事業目的の妥当性：

前年度からの繰越額

総人件費 1,465

④
事
業
の
計
画
・
実
績

年度計画 年度実績
・平成29年1月8日に式典を挙行
・新成人数（名簿登載者数）454人
・参加者数374人

事
業
費

適切 有効性： 適切 最終評価確認者： 生涯学習室長　亀山 　隆

目
的

概
要

新成人自らの企画により、文化会館を会場に、新成人に対するメッセージやアトラクション等による式典を開催する。

大人として自立し、次代を担う新成人を激励、祝福する。

２７年度

総コスト 1,918

一般財源 454 453

1,465 平均給与額×③

実績値
単位

計画値

実績値

２８年度

8
回

82.5

8
回

78.2

③
計画値

④

名称

補足

①

②

補足

名称

名称

補足

実績値

％

計画値

％

実績値
単位

計画値

名称

補足

実行委員会　開催回数

新成人出席率

単位


